











つの市場構造の間の価格が異なってくることが， Stiglitz〔8), Sweeney〔9), 

















































































一「dp(R) R I MR＝〆（R)R+ p(R) p(R）＼ 一一一一一一＋1I - l dR p(R) j 





MR P . r MR=pr十prより， 一一一一一一一一十一一一一MR - 1う T r 
独占価格を Pmで表わすならば，（1）と（幼より
ρm MR r Pc r 
(3) 一一一一一一一一 一 I 
Jうm-MR r -Pc r 
・ _ d(MR) ・ ?" 
MR-- Z支←・ R において，最適値が存在するためにはRが増加すれば
MRは減少する必要があり，そして（1）より MR>Oなので， RくOとなる。また
i ＝ 互~から，Eηρ 











する。各部門の効用関数 U(C）は同一で，消費量 C(t）に依存し， 2階連続
微分可能で，






量 R(t）に依存し，生産関数 F(K,R）は2階連続微分可能で， 1次同次，す
なわち規模に関して収獲一定と仮定するO すると，この生産関係は
I R ¥ Q R q = f(y) ==F( 1, ~） q三 y三一一
¥ K J, -i K, K 
と書き表わすことが出来る。更に，






















月日一一一よ＝U’（Ci)-.A.1=O ((5）より C1>0なので〉δcl 
月日







ぷ（t)= -R(t) = -K(t)y(t), S(O) =S。＞O,S(t）と0.
すると資源部門の目的は
S(t) = -R(t), S(O) =S0, 
H(t) = p(t)R(t）十r(t)B(t)-C2(t),B(O) =Oの制約の下で












aHワac~－＝ U'(C2)-A2=0 ((5）より C2>0なので〉













































a H。回試＝'A2〔f(y) +yf'(y）〕ー μ＝O
となり，他の必要条件は完全競争の場合と同じである。仰を tで微分すると，
































。1) η ＝－~_p__ 1 三位－ _f'_ _ __<!_f_ 
- ap R －ー df(R/K) R --yf’－ f-yf 
dR 
となる。これより















ε ＝~_g＿一一五~•• - 'iJQ R -yf(y) 
であるので，
dε yf2-J(f +yf~’） y万円＋f'(f-yf)
dy - (yf)2 一－ y~f2 
一一丘二（， I f'(f-yjつ1



















































r;u= ＿！！：＿互_p__-( ＿！！＿空＿ !f_） ρ 
ゆ H ー＼ dp dp) h-g 
p(g’－h’〉= 7 >1 n-g 
この場合，独占者の需要は価格弾力的なので，限界収入 MRが割引率で上昇
することになる。ここでhとgの価格弾力性を ηh，ηgと表わすならば，







h ( dh ¥ p ' g dg p h . g 
ηH＝百二g¥-dp}hー「百二Z一万一言一＝h二g'T/h十百三五ηg
これをPで微分すると，



















+ i(h-g)-g(h'-p,つ g drig 
(h-g)'!, 何十五二五一五一
hg-h'g h dηh gh-gh’ g dηg 
一 十 一一一十 η 十一一一一一（h-g)2ηh h-g dp (h-g)2 11g h-g dρ 
hp,'-h'g h dη九 g d?1g 
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